　動物科学特論I
第341回Zoological Conference

日時：　6月23日（水）16:30-17:30　

演者：　二橋　美瑞子　特別研究員
（独）農業生物資源研究所・遺伝子組換えカイコ研究センター
演題：
昆虫のテロメアとそれを標的とするレトロトランスポゾンの共進化
真核生物の染色体末端（テロメア）は、テロメラーゼが合成する単純な繰り返し配列により構成されている。しかし、昆虫では異なるテロメア構造を持つ種が存在する。カイコでは、テロメア反復配列の中にSARTBmというnon-LTR型レトロトランスポゾン(LINE)が大量に蓄積している。カイコではテロメラーゼ活性が検出できないため、SARTBmの転移がテロメアの維持に関与している可能性も考えられてきた。しかし、昆虫のテロメラーゼ遺伝子は当初同定されておらず、LINEの転移機構にも未解明な部分が多かった。今回は、演者がこれまで行ってきた、昆虫におけるテロメラーゼ遺伝子とテロメア配列特異的LINEの研究結果について紹介し、昆虫のテロメアとテロメア配列特異的LINEの共進化、テロメア配列特異的LINEの利用の展望についても議論したい。
場所：理学部２号館 第1講義室（201号室）
担当：　東京大学大学院理学系研究科・生物科学専攻・動物科学大講座 
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